
子どもたちは元気に２学期のスタートをきりました 

８月２４日から始まった２学期ですが，子どもたちは夏休みの楽しか 

った思い出を学級で友だちに伝えたり，工作や自由研究を発表したり，  

ポスター・習字等を提出したりしていました。１学期の終業式に石薬師  

小学校めざす子ども像の「い」と「く」を大切にし

て「くい」のない夏休みにしてください，と話しまし

た。子どもたちは短いながらも充実した夏休みを過ごせ

たみたいです。  

２学期の始業式には，「い」の命を大切にと「や」の

優しい心で助け合うと「し」のしっかり考え進んで学ぶ

の３点を特に意識して頑張ってほしいと話しました。  

 

きめ細かな指導に向けて  

新型コロナウイルス感染症対策に係る学習指導員の配置がありました。そのことを受け

て学校独自で検討し，２学期より多人数の３年生と５年生の算数科において，全体を二つ

に分けた少人数授業をすることにしました。教室は隣の空き教室を使用します。３年生も

５年生も担任と専科教員の森房枝先生とで連携しながら少人数授業を行います。ご理解い

ただきますようよろしくお願いします。  

学習指導員として萩森美知子先生，岸野由香先生がスタッフとして

加わりました。専科非常勤教員の舟橋智恵子先生の指導も増えました。

３人の先生方で学習支援をお願いしています。  

この学習指導員配置事業は新型コロナウイルス感染症拡大防止による

臨時休業中の学習保障の観点から行われたもので，次年度以降の配置は

未定ですが，少人数授業も学習支援も，学習内容についての理解と定着

を図るために有効的な活用をしていきたいと思います。  

 

運動会の練習が始まります  

暑さが続いています。体育の時間や運動会  

の練習時は熱中症の予防について十分注意し  

ながら取り組みたいと考えています。水筒の 

お茶は多めに持たせてください。また，汗ふ  

きタオルも必要に応じて持たせてください。  

ご家庭での体調管理とともに，ご協力をよろ  

しくお願いします。  

 

             学校通信  

             石薬師（いしやくし） 

               鈴鹿市立石薬師小学校  令和２年８月３１日 第１１号  

TEL 374-1028   FAX 374-1057   
                  http://www.edu.city.suzuka.mie.jp/sp/esishiyakushi 

                               HP でもご覧になれます 
Demo 
 

 

「い」いのちを大切にする子  

「し」しっかり考え進んで学ぶ子  

「や」やさしい心で助け合う子  

「く」くふうして生活できる子  

「し」しんぼう強くがんばる子  

運動会までの期間，スポーツドリン

クや経口補水液を持たせていただい

てもよいことにします。量や濃さ，お

茶との併用など，各ご家庭  

でご判断ください。  

http://www.edu.city.suzuka.mie.jp/sp/esishiyakushi


 

        ５年生が稲刈りを体験しました ８月２６（水） 

５年生は，上野町の川村満さんの田をお借りし，４月下旬に田

植えをする予定でした。それが新型コロナウイルス感染症対策の

休校のため，田植えはできませんでした。しかし，８月２６日に

稲刈り体験をすることができました。  

稲は黄金色に色づき穂を垂れて刈られるのを待っていました。川村さんから鎌の使

い方と稲の刈り方を教えていただいた後，子どもたちは稲刈りを体験しました。初めは

慣れない手つきでしたが，段々と慣れていきました。コンバインで脱穀する作業も見せ

ていただきました。米作りの仕事の大変さと米の大切さを学ぶことができたと思いま

す。川村さんには大変お世話になりました。本当にありがとうございました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

                     ５年生は稲刈り体験後，教室で「発見カー

ド」に感想を書きました。どの子も稲刈りの  

                    体験を貴重なものとして楽しめました。   

当日，NHK 三重放送局と鈴鹿ヴォイス FM

が取材に来ました。NHK と FM で放送され

ました。  

 今回，稲刈りをして楽しかったです。稲刈りはなかなかできない経験なのでい

い機会だったと思います。むずかしいなあと思っていたけれど，思ったよりもか

んたんでした。かまで稲を切る時「スッ」と入るのでスッキリしました。なかな

かできない経験なのでたくさん稲を刈りました。毎日，稲を刈って稲をだっこく

する川村さんはすごいなあと思いました。川村さんは暑い日でも長そで長ズボン

でするのはすごいなあと思いました。私は，そんなことを毎日するのは無理です。

自分達が刈ったお米をはやく食べたいです。       ５年  松岡  瑠南  


